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１．研究計画の概要 
本研究では、以下の三点の目標を達成するた
めに、段階的に調査・研究を行うものである。 
(1) 医療への繋ぎの各起点となる、家庭・学

校・医療の現状を明らかにする。 
 
2007～2009 年度 
作業①,②：病院関係者・家族への調査 
作業③：養護教諭・中学生への調査 
(2) 家庭および学校現場における早期受診に

向けての方策を検討する(家庭と医療の
繋ぎ) 

 
2008～2009 年度 
作業④：推進国である諸外国から知見を得る
作業⑤：家族会に向けた調査 
(3) 中学生を対象にした精神病に関する啓発

教育プログラムの開発(学校・生徒と医
療・家庭との繋ぎ)および評価。 

  
2010 年度 
作業⑥：教育プログラムの作成 
作業⑦：教育プログラムの実施と評価、学

校・家庭・医療との連携方法の考案 
 
２．研究の進捗状況 

学校現場およびプログラムの対象となる、
中学生の認識の現状を知るために、中学校養
護教諭からの聞き取り調査と、Ａ市内の中学
生を対象に精神疾患に対する認識について
アンケート調査を実施しその現状をあきら
かにした。又、精神疾患の発病時に家庭でど
のような現象が生じたか(作業①)について
は、現在アンケートを作成中であり、今後家
族会を通じて、ご家族に依頼する予定である。

早期介入については、オーストラリアやイギ
リスが推進国として大きな効果を示してお
り、2009 度にイギリスの Rethink（全ての重
度精神障害者のリカバリー（回復）を助ける
ために共に働く、英国最大のボランティア団
体であり、国内最大の精神保健サービスを提
供する民間事業所）を訪問し、資料等を収集
した(作業④)。 
 

３．現在までの達成度 
③やや遅れている 

家族・医療の現状の調査について内容およ
び依頼先の検討に時間を要し、やや遅れを認
めるが、教育プログラムの対象である学校現
場の現状は明らかになっており、前述の調査
と平行しながら教育プログラムの作成を進
めていく。 
 

４．今後の研究の推進方策 
養護教諭および中学生を対象とした調査

から、学校現場では精神疾患の発病を視野に
入れた関わりが重要とされながらも、充分に
対応できていないこと、また当事者となる生
徒たちは精神疾患に対して正しい知識はほ
とんど持っていないことが明らかとなった。
今後は学校現場に対する介入(教育プログラ
ムの作成)を重点的に推進しながら、家族・
医療現場の意見を取り入れながら、学校・家
庭・医療において精神疾患の早期介入に向け、
どのような連携や取り組みが必要なのかを
検討していく。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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